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自作自用から見えた暮らしを豊かにするモノづくり 
−秋岡芳夫が提唱した「愛用者」と「誂え」の実践− 

 

森と木のクリエーター科 木工専攻  輪竹 剛 

 

１．アカデミーでの学び −研究の背景と目的− 

あらゆるモノが大量生産、大量消費され、それが経

済循環の前提となっている現代社会に生きながら、私

はモノづくりの現場に興味を持った。自ら作りたいモ

ノを想い、作り、そして使ってみる過程を経験するこ

とによって、その現場をより理解してみたい、と考え

て私はアカデミー木工専攻の学生となった。 

アカデミーでは、自ら使うモノの製作（「自作自用」）

に力を入れて取り組んできた。自ら考えて、手を動か

して作って、使ってみるという過程を経験して、モノ

づくりの仕事の難しさと面白さを感じながらも、生活

の道具ができるまでの過程、工夫、デザインと製作過

程を知り、考えるきっかけとなった。自ら作って使う

モノづくりの体験や経験が、暮らしの中に「面白い、

楽しい」という新たな感覚→暮らしの豊かさに気付か

せてくれたのである。この私の体験や経験を考えたと

きに、かつて秋岡芳夫氏（1920-1997）が残した大量

消費社会へのメッセージと共通するものがあるので

は？という気づきをもったことが、課題研究の背景で

ある。 

本研究は、秋岡氏が提唱したモノと人の関係観と、

私自身の体験知や経験知を融合することで、暮らしを

豊かにするモノづくりのあり方を明らかにし、他者に

伝えるきっかけづくりができるか実証することを目的

とする。 

２．課題研究の流れ 

図 1 のフローチャートにより、調査研究を実施した。 

 

 

３．秋岡氏のモノと人の関係観を理解する 

秋岡芳夫氏は、日本の高度成長期に活躍した工業デ

ザイナーである。50 歳頃（1970 年代）から、デザイ

ナーやクラフトマンなどが集い語り合う場づくりを始

め（「グループモノ・モノ」）、仲間とともにモノと人

の関係を人間中心にリ・デザインしていく活動を行う。

その取り組みは終生続いた。 

近年は秋岡氏の取り組みが再評価されており、秋岡

氏著作の復刻や秋岡氏がデザインしたモノづくりのワ

ークショップ実践などが行われている。 

文献調査と先行研究者へのヒアリングにより、秋岡

氏のモノづくり精神の理解を深めることとした。 

 秋岡氏のモノと人の関係観を表す 2 つのキーワード

（「誂え」と「愛用者」）を体得することで、身近ない

ろいろなモノに対する認識が変わり、失いかけていた

暮らしの豊かさを感じるきっかけになると考えたので

ある。「誂え」とは、大量生産や規格もの商品の中で

使い手と作り手が分断されるのではなく、使い手と作

り手が一体となって丁寧にモノづくりをしていくこと

であり。「愛用者」とは、図 2 に示す「愛用者」のサ

イクルが循環することが、モノづくりの原動力であり、

秋岡氏が理想としたモノづくりと人とのあり方である。 

 
 

一般の人びとにモノづくり実践から暮らしの豊かさ

を感じてもらう仕掛けの場として、ワークショップ

（WS）という手法を考えた。そのためには、自らのた

めに自らの手で繰り返し誂えて、使って検証すること

を行う場、つまり「愛用者」のサイクルが生まれるよ

うな誂えの場を提供することで可能となるのではとい

う仮説を立て、WS プログラムを開発し、アンケートと

併せて実証調査することとした。 

 

４．実証調査の方法としての WSの特徴 

【箸を題材にする理由】 

WS の題材とした箸は、日本人にとって手と口に触れ

る機会が最も多い、身近な食の道具である。また、製

作においても長さ、太さ、重さ、形などのデザインを

自分の身体に合わせてつくることに適した題材である

と考えた。 

【WS プログラム開発における条件設定】 

◇ 自分の感覚に合った箸のデザインを考える時間を

設ける。（全体 3 時間のうち、1 時間） 

◇ 自ら誂えた箸を使い続けてもらう（およそ 2 ヶ月） 

（箸の試用も WS プログラムに組み込む。） 

(3) 秋岡⽒の思想まとめ・WSでの実証調査内容と題材の決定
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図 1 課題研究実施の流れ 

図 2 「愛用者」のサイクル 



◇ 追跡調査を行い、検証する。 

◇ 繰り返して誂える機会として、2 回目の WS を設定。 

◇ 少人数制（1 回当たり参加者 5 人目安） 

 

５．実証調査の結果と考察 

５−０ WS実施概要  表 1のとおり。 

 
 

５−１ 1回目 WS  

1 回目 WS 終了後の参加者の主な感想は以下のとおり 

➢ 箸はシンプルな道具だが、最も人間の手に触れる

ものでもあり、奥深いデザインがある道具であること

を知った。 

➢ いろんなサンプル箸を持ち比べて、自分にしっく

りくる形が考えられて良かった。 

➢ こんな箸が欲しい、こうだったら良いなという気

持ちが思っていた以上にあることに気付き驚いた。 

  

５−２ 追跡調査 

質問による追跡調査と 2 回目 WS の案内を 1 回目 WS

参加者 17 人へメールまたは郵送で送付。誂えなおし

の意向と、2 回目 WS 参加意向の回答は図 4 のとおり。 

 
結果、岐阜では 2回目 WS参加希望者はいなかったた

め開催せず、東京で 2人の希望者を対象に 2回目 WSを

開催することとなった。 

2 回目 WS に不参加と回答した方の内、3 人から以下

の内容の回答が寄せられた。 

➢ 自ら手直ししながら使い続けている。 

➢ 箸とセットで使う箸箱や箸置きを作りたくなった。 

➢ 毎月写真に記録して箸の変化を観察している。 

５−３ 2回目 WS 

2 回目 WS 参加者の箸は、 

✓ 使用中に箸が折れてしまった（細くしすぎた）。 

✓ 箸の面取り部分の指当たりに違和感があった。 

とのことであった。 

2 回目 WS 実施後、以下の感想が寄せられた。 

➢ 「愛用者」のサイクルをとても良く理解でき、実

感できた。 

➢ さらに良いモノを作るための技術の無さにもどか

しさを感じた。 

➢ 完成品のメンテナンスに関する技術的相談を受け

る場が欲しくなった。 

５−４ 簡易版 WSの開発と開催 

9/21 の WS 実施後、会場運営者から短時間で気軽に

参加できる WSの提案を受けた。そこで、表 2のとおり

1 回のみの簡易版 WS を開発し実施した。 

【簡易版 WS プログラム開発における条件設定】 

◇ 製作は 1 回のみ。 

◇ 1〜2 時間程度の短い時間。 

◇ 自分の触覚に合った箸のデザインを考えるプロセ

と時間は残す。 

◇ 完成品のクォリティを担保するため、加工しやす

いホオノキを使用。長さは短めの弁当用箸材に限定。 

 

 

５−５ 一連の WSを終えての結果考察 

(1) 2 回の WS でも、1 回のみの簡易版 WS でも、「愛用

者」のサイクルや「誂え」というキーワードで参加し

た WS 体験から、箸という身近なモノに対する向き合

い方が変わるきっかけになっている。 

(2) 2 回目の WS に参加した方の感想から、より良い

モノづくりをしたいという、さらに高みを目指す意欲

が現れる一方で、短い製作経験では獲得しきれない技

術力とのジレンマが起きていることがわかる。 

 

６．まとめ 

WS 参加を通して「作る」事に意識が向くことで、身

近なモノに対する向き合い方が変わり、暮らしの豊か

さを感じるきっかけ作りの場作りができたことが、今

回の私の取り組みによる成果と考える。学外の WS 運

営者からは、内容への評価と継続開催への要望を頂い

ている。一方で、更なる WS 改善のポイントとして、

より良いモノづくりをサポートする講師としての技術

を備えること、より長くモノを使い続けるためのメン

テナンス相談などができる場の必要性も感じた。 

暮らしを豊かにするモノづくりについて明らかにす

ることに加え、WS という場で伝えることの手応えを感

じた。今後も更に継続していくこととしたい。 

誂えなおししたい・

2回⽬WS不参加

2

満⾜している（誂えなおし不要）・

2回⽬WS不参加

8

未回答・不参加

1

(a )岐⾩（ 11⼈）

誂えなおししたい・

2回⽬WS参加

2

誂えなおししたい・

2回⽬WS不参加

1

満⾜している（誂えなおし不要）・

2回⽬WS不参加

2

未回答・不参加

1

(b )東京（ 6⼈）

表 1 2 回の WS実施概要 

図 4 追跡調査への回答 

表 2 簡易版 WS 実施概要 


